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山
崎
町
五
十
波
に
あ
る
「
さ
つ
き
園
」

は
、
宍
粟
市
立
の
障
が
い
者
施
設
と
し

て
、
知
的
障
が
い
者
の
生
活
指
導
や
就

労
訓
練
等
を
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
ま
し

た
。し

か
し
、
市
の
行
政
改
革
で
民
営
化

　
3
月
27
日
（
火
）、
一
宮
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
一
宮
支

部
代
表
福
祉
委
員
連
絡
会
議
」
を

行
い
、
29
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
23
年
度
に
本
会
一

宮
支
部
が
取
り
組
ん
だ
小
地
域
福

祉
活
動
の
報
告
や
24
年
度
の
活
動

計
画
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
3
月
中
の
創
刊
号
発
行

を
め
ざ
し
準
備
を
進
め
て
い
た
支

部
発
の
広
報
紙
「
一
宮
支
部
社
協

か
わ
ら
版
」
が
完
成
。
今
回
か
ら

発
行
す
る
か
わ
ら
版
の
配
布
に
つ

い
て
、
各
自
治
会
の
福
祉
委
員
さ

ん
に
協
力
い
た
だ
き
た
い
旨
を
伝

え
、
福
祉
活
動
の
一
環
と
し
て
配

布
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

24
年
度
も
一
宮
支
部
が
進
め
る

の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
２
年
前
か
ら

宍
粟
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
を
中
心
に

運
営
方
法
が
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
新
し
く
社
会
福
祉
法
人

を
つ
く
り
、
４
月
１
日
か
ら
運
営
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

運
営
す
る
の
は
、
社
会

福
祉
法
人
宍
粟
福
祉
会
（
森

本
都
規
夫
理
事
長
）
で
す
。

「
支
え
て
く
だ
さ
る
地
域

の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
と
交
流
を
深
め
、

一
人
ひ
と
り
が
主
役
に
な

れ
る
居
場
所
に
し
た
い
」

と
、
新
施
設
長
の
西
塚
洋

子
さ
ん
は
抱
負
を
語
り
ま

す
。利

用
者
み
ん
な
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら

し
く
い
き
い
き
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。
新
し
く
な
っ

た
「
さ
つ
き
園
」
の
取
り

組
み
を
社
協
も
応
援
し
て

い
き
ま
す
。

（
山
崎
支
部　
森
井
裕
矢
）

自転車部品の点検と商品を入れる箱作りなどにみんなで取り組んでいます

「24年度から2年間、小地域福祉活動モデル地区（市内6自治会）を指定し、住民と社協が
いっしょになって、その地域の実態に合わせた福祉活動を進めていきます」

小地域福祉活動の
リーダーとして
代表福祉委員連絡会議

﹁
さ
つ
き
園
﹂が
法
人
化

「
社
会
福
祉
法
人
宍
粟
福
祉
会
」
が
運
営
主
体
に

小
地
域
福
祉
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
代
表
福
祉
委
員
さ
ん
の
果
た
す

役
割
は
重
要
で
す
。
自
治
会
や
隣
保

単
位
の
福
祉
活
動
を
進
め
て
い
く
上

で
そ
の
世
話
役
、
ま
と
め
役
と
し
て

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
一
宮
支
部　
波
多
野
好
則
）

手作りのかわ
ら版が完成！
「　	ＬＯＶＥ
	　いちのみや」


